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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメス

『
登場人物紹介

古沢先生
前立腺全摘除術に長けた名医。「仏の古沢」と呼ばれているが
亡き親友の息子高杉くんを一人前の医師にする為、鬼の古沢と
化す。

高杉慎作
古沢先生のもとで医師の勉強に励む新入医局員。古沢先生の鬼
のシゴキの真意を知らず、嫌われていると誤解しつつも､懸命に
努力する。

桜けい
侵しくてしっかり者の女の子。姉御肌でみんな
の信頼も厚い、密かにリーダー的な女の子。

本 田 た か し
仲間思いの好青年。怒られ
てばかりの高杉くんを心配
し、落ち込まないようにと
いつも気を配っている。

松 野 さ ゆ り
明るく元気な女の子。やや
天然のところがあり､素直な
発言から時に高杉くんをグ
サリと傷つけることがある≦

翻
ー

あらすじ
｢厳しくあたるのはけつこうつらいよ」…高杉<んをしごく古沢先生も人知れず
深く悩んでいた。一方、医局の仲間たちとも打ち解け、笑いと励まし、そして淡
いときめきを支えに高杉くんの修行は今日も続く。
そんなある日、一つの決心を胸に古沢先生が高杉<んを食事に誘う。
はたして師弟はわかりあえるのか？
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一

タケダの営業用社用車
タケダでは、営業用社用車としてスバルの電気自動車の導入を始めています。
C02を出さない車を使用することは、〃人々の健康に貢献する〃というタケダの
精神と合致しています。
電気自動車の開発の歴史を振り返れば、日本では1947年に鉛バッテリーを使用
した電気自動車（最高速度は35Km/h、航続距離65Km)が開発されました。そ
の後も〃長期に渡り試行錯誤し、改良を重ねた〃末、エネルギー効率の良いリチ
ウムイオンバッテリーを使用した電気自動車（最高速度はlOOKm/h、航続距離
90Km)の『スバルプラグインステラ』などが開発され､その実用化に至りました。

〆
"長期に渡り試行錯誤し、改良を重ねた”

という点ではリュープリンに通じるところが
ありますね。
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